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9 ⽉リーゴ上⼩⽥井保育園だより 

 

 酷暑だった今年の夏、リーゴの⼦どもたちは毎⽇のようにプール遊び・⾊⽔遊び・氷遊びを楽しみまし
た。⾵が爽やかに感じられる⼣⽅は、外に出て「トンボが⾶んでいるね」「バッタ⾒つけた」「ひまわりの
種ができている」と⾃然に親しんでいます。⼦どもたちもそれぞれの⼩さな発⾒を、驚きの表情、喜びの
表情で伝えてくれます。⾃然は⼦どもたちの感性を育むだけでなく、感動を共有する⼼も育ててくれま
す。⽇中は、まだまだ残暑が厳しいですが、夏の疲れを取りながらゆったりと保育をしていきたいと思い
ます。 
夏の間、いろいろご協⼒頂きましてありがとうございました。おかげさまで職員もお休みを頂く事が出来
ました。職員⼀同、御礼申し上げます。 

⼀般財団法⼈ こども財団 
リーゴ上⼩⽥井保育園 
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9 ⽉の予定 
・9 ⽉ 1 ⽇（⾦）〜9 ⽉ 5 ⽇（⽕）  災害伝⾔ダイヤル訓練 
・9 ⽉ 4 ⽇（⽉）〜9 ⽉ 8 ⽇（⾦）  ⾝体測定 
・9 ⽉ 6 ⽇（⽔）               コドモン⼀⻫メール配信訓練 
・9 ⽉ 8 ⽇（⾦） 9 ⽇（⼟）       お泊り保育（つばめ組） 
                           リーゴ上⼩⽥井保育園で⾏います。詳しい内容については、別紙でお知らします。 
・9 ⽉ 29 ⽇（⾦）               避難訓練 
                           
つばめ組の保護者の皆様 
10 ⽉に進学する⼩学校で就学時健診があります。名古屋市のホームページで⽇程の確認をしてください。 

防災の⽇ 
9 ⽉ 1 ⽇（⾦）は、防災の⽇です。リーゴでは、⽉に 1 回いろいろな場合を想定して避難訓練を⾏っています。訓練では、防災頭⼱を 
被り、避難場所である⼭⽥中学校まで避難することもしています。また、内⽔氾濫や河川氾濫を想定した訓練も⾏っています。 
ご家庭でも、防災の⽇を機会に避難訓練や避難経路の確認、避難準備の仕⽅などお⼦さんと⼀緒にしてみてはいかがでしょうか︖ 
 
リーゴ上⼩⽥井保育園の避難場所は、⼭⽥中学校です。⼀⻫避難する場合は、コドモンの⼀⻫メールでお知らせいたします。 
9 ⽉ 6 ⽇（⽔）にコドモンメール⼀⻫配信訓練を⾏います。アプリで⾒ていただけるとリーゴに既読のマークが付きますので、なるべく
アプリで⾒て頂きますようお願い致します。また、届かない⽅は、職員までお申し出ください。 
※ ⾮常時、通常とお迎えが異なる⽅がお迎えに来られる時は、必ず保護者証（コドモンカード）の携帯をお願いしてください。 

コドモンカードのご提⽰がない場合は、お⼦さんをお渡しできない場合がありますのでご了承ください。 

お願い 
・お掃除に使う雑⼱ 1枚（いらないタオル等でも構いません）とティシュペーパー1箱のご協⼒を頂けると助かります。職員までお渡しくだ
さい。 
・折り紙を作るための包装紙も引き続き集めています。事務所横の箱に⼊れてください。ご協⼒、お願い致します。 

クラスのようす 

ゆず組 

まだまだ残暑が続いていますが元気⼀杯のゆず組の⼦どもたち︕暑い⽇には、たくさんプール遊びをする事ができました。プール遊びが好
きな⼦は⽇に⽇に⼤胆に!!⽔をすくっては⾃分にかけたり、ワニさんポーズをしたり、ホースの⽔を⾃分から浴びに来たりと⼤喜びでした。⼦
どもたちはひと回りたくましくなったように感じます。「早く⼊りたい」と⽔着を出して服を脱ぐ前から着ようとしています︕保育⼠に助けられな
がらも⾃分でズボンを脱いだり、T シャツを⾸からスポンと抜いたり、⽔着を着たり。できた時の笑顔、とても嬉しそうです。⾔葉が増えてき
て、友だちとの関わりや⾃⼰主張する姿がますます増えています。今⽉は少しずつ園庭遊びや散歩など、⼦どもたちと⼀緒に秋の⾃然を
楽しみ、体をたくさん動かして遊んでいきたいと思います。 
 
  
 
 
 
 
 

さくらんぼ組 

 8 ⽉のプール遊びでは氷遊びと⾊⽔遊びを交互に楽しみました。氷の冷たい感触や溶けて⼩さくなっていく不思議な現象を楽しんだり、
⾊⽔を透明コップに⼊れてきれいな⾊を楽しんだりしていました。また、幼児クラスと⼀緒に⼤きいプールに⼊って遊ぶ経験もしました。幼児
クラスのお友だちの真似をして⽔鉄砲で⽔を⾶ばして喜んでいました。3 歳のお誕⽣⽇を迎える⼦がどんどん増え、それに伴って排泄の⾃
⽴が進んで布パンツを着⽤する⼦が多くなっています。無理をしない範囲で布パンツを履き、トイレでの排泄の習慣を⾝に付けていきたいと
思います。 9 ⽉は保育参加があります。保護者の⽅と⼀緒に散歩をしたり給⾷を⾷べたりして、楽しい時間を過ごすことができたらと思い
ます。だんだんと寒暖差が出てくると思いますので、体調管理に⼗分気を付けていきたいと思います。 
 
 
 
⾷育だより 

８⽉ 1 ⽇(⽕)につばめ・うずら・ひよこ組で『すいか割り』をしました。⻄⽠は ⾷品衛⽣上の観点から、⽪を全部取るなどして当⽇の午後
のおやつで提供しました。始まる前から給⾷室に⻄⽠を⾒にくる⼦もいました。⻄⽠を幼児保育室に持っていくと、⼦どもたちからは、「わ
ー︕︕⼤きい︕」と歓声が湧きました。ひとり⼀回ずつ棒を持ちながら⻄⽠を叩いていきました。なかなか固く割れない⻄⽠に悪戦苦闘しな
がらも頑張っていました。⼦どもたち同⼠、「なかなか割れないね」と話していました。最後は、給⾷室からめん棒を借りて、⻄⽠を割ることに
成功しました。割れたときはみんな⼤興奮で「やったー︕」や「中⾒たい」と嬉しそうにしていました。午後のおやつ時間には、みんなで割った⻄
⽠を早く⾷べたいのかいつもよりも早く席に座って待っていました。⼦どもに⻄⽠割りのことを聞いて⾒たところ「⼤変だったけど、楽しかった」と
嬉しい感想を聞けました。みんなで⼀丸となって⼀つのことをやり遂げることの楽しさを実感出来たようです。 
今年も園で採れた「トマト」「オクラ」「きゅうり」を給⾷室に⼦どもたちが持ってきてくれました。給⾷のサラダやスープに⼊れたりして⼦どもたちに
⾷べてもらいました。やはり⾃分たちで育てた野菜なのか、普段おかわりしない⼦もおかわりをしてくれます。 
 

 

 

 

もも組 

夏の間に楽しんだ⽔遊び。たらいに⽔を⼊れ始めるとテラスの窓際まで近寄ってきてまだかな…というようにのぞき、待ち遠しい様⼦で楽しみ
にしている姿もありました。すっかり慣れた様⼦でシャワーやジョウロの⽔を気持ちよさそうに⾝体に浴びてニコニコ笑顔で遊ぶことができていまし
た。⾃分の気持ちを上⼿に伝えてくれるようになってきている⼦どもたち。読んでほしい絵本を持ってきたり、バラバラになったブロックを『くっつけ
て…』と渡したり、ままごとの⾷べ物を『どうぞ…』と⾷べさせようとしてくれたりなど、⼀緒にやって欲しいことを伝えてくれる姿が増えています。⼀
⼈ひとりの思いを受け⽌めて遊びを楽しめるように関わっています。 
 
⾃分の気持ちを上⼿に伝えてくれるようになってきている⼦どもたち。読んでほしい絵本を持ってきたり、バラバラになったブロックを『くっつけて
…』と渡したり、ままごとの⾷べ物を『どうぞ…』と⾷べさせようとしてくれたりなど、⼀緒にやって欲しいことを伝えてくれる姿が増えています。⼀⼈
ひとりの思いを受け⽌めて遊びを楽しめるように関わっています。 
 まだまだ暑い⽇が続きますので、健康管理に気をつけながら過ごしていきたいと思います。 
 

kodomozaidan



  ひよこ・うずら・つばめ組 
暑さに負けず元気いっぱいの⼦どもたちです。お盆前までは朝、登園途中にセミの抜け殻を⾒つけると

嬉しそうに持ってきて⾒せてくれる⼦もいました。最近、園庭にいるとトンボが⾶んでくるようになりました。
「トンボだ︕」「きっとシオカラトンボ︕」と盛り上がり季節の変化を感じます。 
 

ひよこ 

プール遊びでは⽔にも慣れ、お兄さん、お姉さんの真似をして潜ったり、泳いだりして⾝体を動かしダイナ
ミックに遊んでいます。はじめは⼝元までプールに⼊って息を吹きブクブクと⾳を出したり、ワニ歩きでフラフー
プを潜ることをしていましたが繰り返し遊ぶ中で、⿐を摘んで潜ったり、潜りながらバタ⾜をして進んでみたり
しています。遊びの中で出来ることが増え「先⽣⾒てて︕」と得意気に⾒せてくれます。「お⺟さんにも教え
てあげなきゃ︕泳いでいるところ⾒せたいな〜」と話す姿がとても可愛く成⻑を感じます。プール遊びは残り
少しですが晴れた⽇には思いっきりプール遊びを楽しんでいきたいです。 
 

うずら 

室内では絵を描いたり塗り絵をしたりすることを楽しんでいます。何枚も描いたり塗ったりしていくうちに⾊
分けをしたり細かな部分まで丁寧に塗り込んだりする姿も⾒られるようになってきました。お友だちの作品を
みて真似をしています。⼀緒に遊ぶことで良い刺激にもなっているようです。またお友だちとイメージを膨らま
せながらブロックで家を作ったり、動物園を作ったり、BRIO(⽊製の電⾞の玩具)で線路を⻑く繋げたりし
て遊んでいます。お友だちと遊ぶ中で意⾒がぶつかり涙することもありますが、話し合いの中で⾃分の意⾒
を⾔ったりお友だちの話に⽿を傾けたりして、解決をしながら⼀緒に遊ぶことを楽しんでいます。 
 

つばめ 

お泊まり保育を楽しみにしている⼦どもたち。はじめ「お泊まり保育、何がしたい︖」と聞いた時にはなか
なかイメージがわかず、とりあえず「楽しみ︕」という様⼦でしたが、⾏き先やお友だちとしたいこと、⾷べたい
ものを話していくうちにイメージが膨らみ、話し合いも盛り上がりつつあります。やりたいことがありすぎて時間
が⾜りないのでは︖そんなに起きていられるのかな︖と保育者が思ってしまいます。何をしたいか紙に書き
出していたのですがそれを覗いた年下のお友だちに「ね︕楽しそうでしょ︖来年のお楽しみ︕」と嬉しそうに
話していました。カレンダーを⾒ながらお泊まり保育までの⽇数を数える⼦もいます。⼦どもたちの思い出に
残る２⽇間になればと思います。 
 

 

 


